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　栁田市長、小林議長をはじめとする公式訪問団が、１月13日から19日の７日間、エス
トニア共和国サク市などを訪れました。
　訪問団は、大きく３つの目的を持って訪問しました。
　ひとつが友好都市であるサク市の創立150周年記念式典に出席すること。
　２つ目は、両市の子ども交流覚書調印。
　そして、３つ目は、エストニア及び隣国フィンランドの陸上競技団体への2020年東京
オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致です。
　そのほか、国会議事堂、史跡、学校、市役所、地元企業などを視察しました。

エストニア共和国サク市公式訪問の記録

子ども交流覚書調印

フィンランド陸上競技連盟への説明

エストニア陸上協会への説明

仲介の労をとっていただいた在エストニア日本大使館
甲斐大使（中央）を表敬訪問

仲介の労をとっていただいた在フィンランド日本大使館
篠田大使（中央）を表敬訪問

左からオッツ議長、ヴァヘヌム市長、栁田市長、小林議長
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サクビール本社工場

エストニア国会議事堂

タリン旧市街（世界遺産）

タリン旧市街　旧市庁舎

　　　エストニア・日本友好協会議員連盟の皆様と

         サク　ギムナジウム学校の１年生の教室

サク市創立150周年記念式典へ出席

サク市役所の外観



入
　
　
賞

最
優
秀
賞

平
面
部
門

　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
舞
う
頃
」

　
　
清
原
い
づ
み　
（
佐
久
市
）

優
秀
賞

平
面
部
門

　
「
映
る
街
」

　
　
荻
原
康
弘　
　
（
佐
久
市
）

　
「
街
角
」

　
　
渡
邉
潤
一
郎　
（
小
諸
市
）

奨
励
賞

平
面
部
門

　
「
昼
下
り
」

　
　
岩
附
い
わ
子　
（
上
田
市
）

　
「
春
の
に
お
い
」

　
　
工
藤
た
か
子　
　
（
佐
久
市
）

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｉ 
5
」

　
　
小
林
冴
子　
　
（
佐
久
市
）

　
佐
久
地
域
ゆ
か
り
の
皆
さ
ま
に
よ
る
公
募
展
「
佐
久
平
の
美
術
展
」
は
、
本
年
度
第
30
回
を
迎
え
、
去
る
１
月
22
日
に

は
竹
内
順
一
先
生
・
大
津
英
敏
先
生
・
米
谷
清
和
先
生
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
１
１
８
点
の
入
選
作
品
の
う
ち
、

最
優
秀
賞
か
ら
第
30
回
展
記
念
特
別
賞
ま
で
17
点
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
例
年
に
な
く
初
出
品
の
方
が
多
く
、
表
現
も
多
彩
で
、
非
常
に
面
白
い
展
覧
会
に
な
っ
た
と
審
査
員
の
先
生
方

を
は
じ
め
、
来
館
者
の
方
か
ら
も
ご
好
評
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
応
募
要
項
は
夏
頃
決
定
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
劣
等
感
」

　
　
古
畑
葉
月　
　
（
長
和
町
）

　
「
貌
象
」

　
　
佐
藤
愛
子　
　
（
佐
久
市
）

　
「
蔦
漆
」

　
　
土
屋
和
人　
　
（
小
諸
市
）

　
「
義
羽
山
」

　
　
依
田
能
江　
　
（
小
諸
市
）

　
「
桑
木
霊
２
０
１
５
│
２
０
１
６
」

　
　
竹
村
忠
彦　
　
（
上
田
市
）

立
体
造
形
部
門

　
「
装
備
す
る
子
供
『
武
者
・
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
』」

　
　
臼
井　
亮　
　
（
上
田
市
）

新
人
賞

平
面
部
門

　
「
盲
目
」

　
　
花
木
美
里　
　
（
千
曲
市
）

　
「
春
の
訪
れ
」

　
　
諸
山
光
子　
　
（
長
野
市
）

　
「
春
が
来
た
！
」

　
　
宮
下
道
子　
　
（
佐
久
穂
町
）

立
体
造
形
部
門

　
「
犠
牲
」

　
　
寺
西
穂
華　
　
（
上
田
市
）

　
　
大
塚
ま
る
美　
（
東
御
市
）　
共
同
制
作

第
30
回
展
記
念
特
別
賞

平
面
部
門

　
「
日
・
出
づ
る
刻
」

　
　
清
水
文
彦　
　
（
佐
久
市
）

平成27年度 第30回佐久平の美術展
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優秀賞　平面部門
「映る街」

　荻原康弘（佐久市）
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　渡邉潤一郎（小諸市）
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平成28年１月の出来事

佐久市臼田健康活動サポートセンター起工式
　１月８日、「佐久市臼田健康活動サポートセンター新築工事起工式」が行われました。
　この施設は、佐久総合病院再構築に伴う臼田まちづくり事業の拠点施設として、市民の健康増進及
び交流による地域活性化を図ると共に、地域の強みである医療・健康・福祉の一層の向上に資するこ
とを目的とし整備をするもので、今年10月の開館を予定しています。

第11回市民元旦マラソン
　第11回市民元旦マラソンが佐久総合運動公園陸上競技場を発着として開催され
ました。総勢157名の小学３年生から68歳までの幅広い年齢の方々が参加されま
した。
　青空のもと、参加者の皆様が新春の朝を走りました。

外観完成イメージ図
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佐久市消防出初式
　１月９日、佐久市消防出初式が佐久平駅前の市民交流ひろば・佐久平交流センターにて
挙行されました。佐久市消防団員約900名が一堂に会し、纏

まとい

を用いたパフォーマンスや昔
ながらの手押しポンプを交えた新旧消防ポンプによる初放水、整然とした分列行進、幼年
消防クラブの演技披露などが行われ、観客を大いに賑やかしました。
　式典は佐久平交流センター内で行われ、来賓の方々による新年の祝辞や、功績のあった
消防団員に長野県消防協会などから表彰が執り行われました。

佐久長聖高等学校、野沢北高等学校
「全国高等学校総合体育大会スケート競技」出場報告

　佐久長聖高等学校と野沢北高等学校スケート部員が１月19日から岩手県盛岡市
で開催される「第65回全国高等学校スケート競技選手権大会」に出場するため、
１月12日に市役所を訪れ栁田市長に出場の報告と、大会に向けての決意を述べ健
闘を誓いました。
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望月地区および平賀・内山新保育所起工式
　１月23日、平成29年４月に開園を予定している望月地区新保育所、平賀・内山
地区新保育所の本体建築工事の起工式を執り行いました。両保育所とも建物は、主
に佐久市産の木材を使った木造・平屋建てを予定しています。

望月地区新保育所起工式

平賀・内山地区新保育所起工式
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布施温泉300万人達成！
　「ふれあいの湯布施温泉」で、１月24日に来館者数300万人を達成し、記念式典を開きました。
　300万人目となった佐久市在住の飯出イネ子さん（82）は、同施設の常連で週２回ほど利用
しており、この日も夫婦で来館したところ見事300万人目となりました。式典では、市振興公
社栁田理事長より記念品の贈呈と300万人達成できたことへの謝辞を述べました。
　300万人達成を受け、１月30日に「お客様感謝祭」を開催し、入浴料値下げ等により771名
の方が利用しました。

災害時における交通及び地域安全の確保等に係る
業務に関する協定の締結

　１月25日に、一般社団法人長野県警備業協会と「災害時における交通及び地域
安全の確保等に係る業務に関する協定」の締結式を行いました。
　この協定は、佐久市で災害が発生した場合において、交通及び地域安全の確保の
ため、事業者の協力を得て、市民生活の安定を図る内容となっています。
　引き続き、市民の皆様の安心・安全なまちづくりに取り組んでいきます。
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第49回佐久市民スケート大会
　１月23日、第49回佐久市民スケート大会兼第27回銀河連邦星のまちスピードス
ケート親善大会が軽井沢風越公園スケートリンクにおいて開催されました。相模原
市からの参加も含めた総勢72名の方々が参加されました。
　天候にも恵まれ、参加者の皆様が入賞を目指し、風を切ってリンクを滑走しまし
た。

岸野小屋内運動場竣工式
　平成26年10月から進められた岸野小学校屋内運動場改築工事が完了し、完成を祝いました。
　旧屋内運動場は、昭和43年に建設され老朽化が進んでいたことから、現地改築を行うことと
なりました。内装には地元産の木材を多く使用しており、児童が地域の皆さんから見守られて
いるような安心感と温かみのある施設として生まれかわりました。
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人権・男女共生フェスティバルを開催
　１月31日、佐久大学において、部落差別をはじめあら
ゆる差別の撤廃と男女共同参画の実現に向け、市民の皆
さん、行政や関係機関が一丸となって人権尊重のまちづ
くりを目指し開催しました。
　当日は、蓮池薫さんの講演会、隣保館各教室生の作品
展示と舞台発表、男女共同参画推進事業者表彰と発表な
どを行い、約630人の参加がありました。

「Saku Kids メディア Safety」第１回会議開催
　１月31日、市民創錬センターにおいて、学校・家庭・地域が連携しながら電子
メディア機器等との上手な付き合い方を子どもと共に考える組織「Saku Kids メ
ディア Safety」が発足し、現状の把握と今後の課題について話し合いました。


